
従来、指定都市要件はオプション機能として『指定都市においては』という枕詞を付けた形で定義を行っていたが、
指定都市要件として『標準機能』を定義して欲しいとの意見が挙がった。
そのため、指定都市要件の『標準機能』、『標準オプション機能』を分けて定義することとした。

これにより以下の対応を行う。
① 機能要件における「指定都市要件フラグ」の追加
② 帳票要件における「指定都市固有帳票」「指定都市 総合区又は行政区別の出力要否」項目の追加
③ 帳票要件における「指定都市固有帳票」項目の追加

指定都市フラグを設定した上
で、記載場所を変更した。

①

① 「実装してもしなくても良い機能」（標準オプション機能）から「実装すべき機能」への変更

標準仕様書【1.1版】からの主な変更点 – 指定都市要件 –



指定都市固有帳票を設定したうえで、標準機能とす
べき要件は、標準オプション機能から記載場所を変更
した。

・ 指定都市において、個別でなく一括で帳票出力をするものに関して、総合区又は行政区別での帳票出力が
必要なものについて“要”を記載した。（個別出力の証明書等については、『ー』を記載。）
→ これにより、機能要件において『指定都市においては、指定都市の総合区又は行政区別に出力できること』と

個別に記載していた内容についても、帳票要件における定義が明確となった。
・ 「集計表」や「条件別一覧」に関して、出力条件を 『（標準オプション）指定都市の総合区又は行政区』
としていたものについて、『標準オプション』の文言を削除した。
→ これにより、『指定都市 総合区又は行政区別の出力要否』が「要」で標準帳票であれば、

指定都市においては標準の出力条件となる。

②

③

標準仕様書【1.1版】からの主な変更点 – 指定都市要件 –

※ 変更点の詳細については、別紙「機能要件」「帳票要件」等参照のこと。



指定都市からの要望に基づき、人口規模や大量処理のために必要な機能を標準オプションに追加した。

これにより以下の対応を行う。
① 機能要件における標準オプション機能の追加
② 帳票要件における標準オプション帳票の追加

② 標準オプションの新規追加

標準仕様書【1.1版】からの主な変更点 – 指定都市要件 –

サブユニット 該当箇所 内容

006.選挙人名簿管理 ＜機能要件＞
3. 特定資格等管理

＜帳票要件＞
• 船員登録者一覧
• 南極選挙人登録者一覧
• 郵便等投票証明書発行者一覧

人口規模や大量処理のために必要な機能を標準
オプションに追加
※既存機能として、各種特定資格者を画面で一
覧表示する機能は存在する。標準化方針として、
内部帳票については、ペーパレス化の方針に則り、
当該帳票は標準化の対象外とした経緯があるが、
指定都市の要望を踏まえ標準オプションに追加



標準仕様書【1.1版】からの主な変更点 ー標準仕様書間の横並び調整方針の一部改定ー

マイナポータルぴったりサービスを利用する場合の申請管理システムと選挙人名簿システムとの申請データの
連携方法について、ＡＰＩ連携だけでなく、「自治体の行政手続のオンライン化に係る申請管理システム等の
構築に関する標準仕様書（令和５年１月20日）」に規定されているファイル連携方式（入力画面に取込機
能実装方式及び一括取込機能の実装方式）についても、過渡的な対応として認める旨を記載。

○ マイナポータルぴったりサービスについて

※ 変更点の詳細については、標準仕様書本体、別紙「機能要件」等参照のこと。
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